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1.Withコロナと多摩市の医療体制に
　ついて
2.コロナ禍の子ども支援継続について

しらた満（フェアな市政）

問　厚生労働省から健幸まちづくり政策監を新たに迎え、
市長は、市民の為に何をオーダーしたのか伺う。　

答　新型コロナウイルスによる健康二次被害防止に取組み、
国や都と連携し地域医療形成を進めてもらう。

問　病院の建替えや一時休業など様々あるが、市民一様に
病院は大切。日医大等の建替え支援金の基準、要件などは、
国と都にはあるが、多摩市の考えを伺う。

答　医療に応じて支援の基準を検討していく。　
問　中学校修学旅行のキャンセル料の対応について伺う。
答　保護者負担が生じないよう予算措置を検討している。
問　タブレット端末の保険加入とBYOD(自分のデバイス
を持込)、CYOD(指定されたデバイスを選ぶ)について
伺う。

答　保険は、各学校の状況に応じ各家
庭にご案内できるようにしている。
タブレット端末は、今後お持ち頂く
デバイスにもマッチングできるよう
に検証検討に着手していく。

問　受験生へのPCR検査はどのよう
に考えているか伺う。

答　必要に応じてPCR検査キットを
使用できる体制である。

1.日野市元副市長判決の教訓について
2.ニュータウンのレガシーについて
3.コロナ禍での困りごと対応について

大野まさき（フェアな市政）

問　本市も庁内コンプライアンスを高めるため、市職員が
相談しやすい外部専門家相談窓口を検討すべきではないか。

答　現状は庁内の法務担当へ直接に匿名でメール相談等が
でき、調査は第三者が行う。外部の窓口は様子をみたい。

問　ニュータウンのレガシーはどのようなものと考えるか。
答　均等に配置されたオープンスペースと遊歩道を骨太に
連担させたメリハリある空間や、多様な背景の市民と様々
な意見を交わし施策に活かすことの積み重ね等がある。

問　ニュータウンのレガシーの観点から、アスファルト塗
装へ改修工事を行うとする「レンガ坂」をどう捉えるか。

答　レンガ坂は旧住宅・都市整備公団が整備し、その後市
へ引き継がれた自転車歩行者専用道路で、良好な景観が
親しまれている。整備後40年経ち、
倒木や滑りやすくなった道での転倒、
歩行者と自転車の交錯などの危険
性が生じ、対応が急務となっている。

問　コロナ感染の障がい者入院時の
付添希望への対応はどうなってい
るか。

答　病院側と交渉したが当事者希望
が叶わない例があった。

認知症予防対策推進のために
「ふまねっと運動」を地域の実践活動に

折戸小夜子(フェアな市政)

問　2015年厚生労働省の調査で認知症患者は約520万人で、
2025年には1300万人が認知症になり、65歳以上の高齢者
に限れば３人に１人が認知症とその予備軍になると推定
されている。多摩市の実態と予防の認識を伺う。

答　令和３年で要介護認定者数5,498人のうち3,101人が認
知症で地域介護予防教室で週１回「元気アップ体操」や「脳
トレ」「コグニサイズ」など実施している。

問　「ふまねっと運動」は2004年に北海道で誕生し、現在、
取り入れている市町村は、全国で500を超えている。ふ
まねっととは、床に敷いた約50センチ四方のマス目が並
んだ網状のマットを、踏まないように注意してゆっくり
と歩く運動。手拍子や童謡などの歌に合わせ網を踏まず
に歩くだけで「注意力」「集中力」がアップして、認知機能
を改善する高齢化地域の健康づくりの運動である。地域
での「孤立防止」「介護費
削減」にも役立っている
ことが実証されている
が考えについて伺う。

答　認知症の予防は最優
先課題として取組む。

1.子どもの権利保障のために
　～親などが暴力の特徴を知ること
2.レンガ坂の街路樹の今後について

岩崎みなこ(ネット・社民の会)

問　暴力の連鎖やエスカレートから、不安やイライラが募
り、その気持ちが、立場の弱い自分の子どもなどに向かい
やすい。子どもの権利保障と親の孤立防止のために、そ
のような知識を保育園などの個人面談などで伝えられな
いか。

答　子育ての方法を一緒に考え、時にはアドバイスする場
でもあるので知識を提供することは可能である。

問　コロナの感染が落ち着き、ユリノキの紅葉が美しい10
月となり、伐採を知った市民から心配の声が出た。何故か。

答　大きくなったユリノキは地中に共同溝があり根が十分
に張れない。７割以上が不健全であり、倒木の危険があ
るためやむなく伐採することとした。コロナ禍で周知の
機会が十分とはいえなかった。

問　地球温暖化で伐採後苗木が育つまで木陰によるヒート
アイランドの回避、CO２削減にはどう対処するのか。

答　木陰までは数年はかかるが、
ユリノキの間引きや、移植しな
がら苗木を植えるのは難しい。
気候非常事態宣言を行った市
として街路樹も環境に配慮し
て取り組む。

レンガ坂のリニューアル工事を行います
多摩センター駅周辺の各施設（パルテノン多摩、多摩中央図書館、多摩中央公園）の再整備に伴い、多摩中央公園西側にあるレンガ坂のさら
なる賑わいの創出・活性化に向け、多様な活用ができる新たな遊歩道空間へリニューアルする工事を行います。

土壌断面調査

台風による倒木被害

これまでの取り組みと今後の予定

（１）日時
令和 年 月 日（土） 午前 時～正午
（２）場所
リンクフォレスト（鶴牧 ）
（３）対象
市内在住・在勤・在学者
（４）定員

人（申し込み先着順）
（５）申込期間
令和 年 月 日（月）～令和 年 月 日（月）

追加工事説明会を開催します

問合せ先
多摩市道路交通課整備保全担当
☎（ ）

令和元年台風 号による倒木の状況。全体の 割強の 本が倒木しました。

現在舗装に使用している「レンガタイル」は滑りやすく、特に雨天時には転倒の危険があるため、滑りにくい舗装に
改修します。

令和 年 月から、樹木の伐採を行っていく予定です。

ベンチ等休憩できるスペースの創出やイベントなどに対応できるよう電源・給配水設備などを設置します。
根の深さが ｃｍし
かはっていません！

令和元年度に行った樹木診断の結果、根
元や幹に空洞があるなど、７割以上に異常
が確認されました。
さらに地下に構造物があるため根が張れな
い状況です。そのため、樹高１４ｍの大木
に生育しているにも関わらず、根の深さが浅
く倒れやすい状況になっています。
ユリノキは元々倒れやすい樹木ですが、レン
ガ坂では倒木の危険性がより一層高まって
おり、早急に更新の必要があります。

ユリノキは伐採し、地形にあった、長く生育できる樹
種に更新します。※令和２年 月から約１か月、
現地で投票形式によるアンケートでは、約
人の方にご参加いただき、「花や紅葉を楽しめる樹
種」が人気の高い結果となりました。

改修後のイメージ図

前回ご参加いただいた方
も、ぜひご参加ください。
申 し 込 み 方 法 等 は

号のたま広報、公
式 に掲載します。

地下にはライフラインを収容した
共同溝があります！

皆さんからのご意見

質問 回答
なぜ工事するのか。 整備後 年が経過おり、自転車と歩行者の交錯や歩道の

破損、倒木など課題があり、利用しやすい遊歩道へリニューア
ルします。

自転車を優先するのは
なぜか。歩行者が優先
ではないのか。

自転車優先ゾーンを中央付近に設置していることは、自転車
優先ではなく、歩行者の安全な空間に配慮したものです。
改修後も利用方法等については引き続き検討していきます。
みなさまのマナーやモラルのご協力をお願いします。

南側の広場は現在のよ
うに広場のままとしてほし
い。

自転車利用者の速度超過、歩行者との交錯を避け安全面
の向上を図るため、広場の中央部分に楕円形の「溜まり場」
を設置します。

工事中は通行できない
のか。

通行止めはしません。一時的に通行できる幅が狭くなる場合
がありますが、交通誘導員を配置し安全に誘導します。

 

月２日に、リンクフォレストで工事の説明会を開催し、 名の
方にご参加いただきました。その際にいただいたご意見と、説明会
後にいただいたご質問のうち、件数が多かったものをご紹介します。
説明会の資料は、公式ホームページに掲載しています。

レンガ調の模様のある
塗装をし、現在の景観
を継承しながら滑りにく
い安全な舗装に改修
します。

キッチンカー

フリーマーケット

工事

・工事説明会(10/2)

・追加工事説明会（12/11）

準備工 伐採・伐根 本体工事

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

平成30年度
（2019年度）

・オープンハウス
（10/24）

令和元年度
（2019年度）

基本設計・実施設計

令和２年度
（2020年度）

・樹木医による街路樹診断
（２月～３月）

・社会実験
（11/4）

歩行者・自転車

道の分離を検証

更新樹木の種類

について調査

申込 コード

説明会資料 コード


